
ヒグマによる人身事故（直近10年間）
年度 件数 死者 負傷者 計 年度 発生年月日 振興局 市町村 作業目的 性別 年齢 被害程度 加害個体

H23 2011.4.12 檜山 上ノ国町 山菜採り 男 ６３才 死亡 不明

H23 男 ６１才 軽傷

H23 男 ６１才 重傷

H24 2012.9.30 渡島 八雲町 クマ駆除 男 ７３才 軽傷 オス3歳　捕獲

H24 2012.10.27 十勝 足寄町 クマ狩猟 男 ６６才 軽傷

H25 2013.4.16 檜山 せたな町 山菜採り 女 ５２才 死亡
H25 2013.4.29 日高 新ひだか町 山菜採り 男 ５３才 重傷

H25 2013.9.24 渡島 函館市 山菜採り 男 ６３才 軽傷 親子

H25 2013.10.14 渡島 福島町 シカ狩猟 男 ５８才 重傷 その場で捕獲

H26 2014.4.4 檜山 せたな町 山菜採り 女 ４５才 重傷 オス（H25.4.16と同一個体）

H26 2014.9.30 ｵﾎｰﾂｸ 滝上町 散歩 男 ７６才 重傷

H26 2014.10.11 石狩 千歳市 キノコ採り 男 ５９才 重傷

H26 2015.1.26 釧路 標茶町 林内作業 男 ６４才 死亡

H26 2015.2.2 釧路 厚岸町 林内作業 男 ７４才 重傷

H27 なし
H28 1 0 1 1 H28 2016.10.6 釧路 厚岸町 林内作業 男 ４０才 重傷 前掌幅約２０cm

H29 2017.4.16 釧路 標茶町 山菜採り 男 ５４才 重傷 親子

H29 2017.10.3 釧路 白糠町 キノコ採り 男 ７３才 死亡

H29 2017.10.6 釧路 白糠町 シカ狩猟 男 ６０才 負傷

H29 2017.10.9 ｵﾎｰﾂｸ 斜里町 クマ駆除 男 ７０才 負傷

H30 2018.4.20 渡島 函館市 山菜採り 男 ６６才 軽傷 親子

H30 2018.4.29 根室 中標津町 山菜採り 男 ７０才 軽傷 親子（子２頭）
H30 2018.10.11 渡島 八雲町 キノコ採り 男 58才 負傷

H31 H31 2019.4.16 ｵﾎｰﾂｸ 斜里町 クマ駆除 男 ７４歳 負傷

R1 2019.7.11 十勝 中札内村 登山 男 ６５歳 軽傷 高山の山頂付近

R1 2019.7.29 十勝 中札内村 登山 男 ４７歳 軽傷 前と同一付近

R2 2020.5.8 ｵﾎｰﾂｸ 滝上町 山菜採り 男 ６２歳 軽傷

R2 2020.5.15 後志 古平町 山菜採り 男 ７１歳 死亡
不明　ヒグマによる
可能性が極めて高い

R2 2020.8.24 上川 士別市 クマ駆除 男 ６９歳 重傷
R3 2021.4.10 釧路 厚岸町 山菜採り 男 ６０歳 死亡 親子？

R3 2021.4.27 上川 富良野市 クマ駆除 男 ４８歳 負傷 親子（子2頭）

R3 2021.6.14 釧路 厚岸町 林内作業 男 ６７歳 負傷 不明
R3 ゴミ出し 男 ７５歳 軽傷
R3 ゴミ出し 女 ８０代 負傷
R3 歩行中 男 ４０代 重傷
R3 自衛隊警備 男 ４３歳 負傷

R3 2021.7.2 渡島 福島町 農作業 女 ７７歳 死亡
オス（DNAによる）
ヒグマによる可能性
が極めて高い

R3 2021.7.12 ｵﾎｰﾂｸ 滝上町 ハイキング 女 ６９歳 死亡
メス（DNAによる）
ヒグマによる可能性
が極めて高い

R3 女 ６６歳 負傷
R3 女 ３９歳 負傷

農作業 不明

3

H26 5 1 4 5

H25 4 1 3 4

2011.8.24 ｵﾎｰﾂｸ 遠軽町 駆除 メス6歳捕獲

H24 2 0 2 2

H23 2 1 2 3

H29 4 1 3 4

3

R1

H30 3 0 2 2

R3 7 3

3 0 3

R2 3 1 2

8 11

2021.6.18 石狩 札幌市 札幌市東区に出没

2021.8.7 ｵﾎｰﾂｸ 津別町
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  資料 1-2 

ヒグマによる人身事故発生状況 

 

 ２０２１年度１例目 

項  目 内  容 

概  要 山菜採りをしていたところ、ヒグマと遭遇し、頭部に損傷を受け死亡 

発 生 日 時 令和３年（2021年）４月10日 午前10時40分頃 

発生場所及び付
近 状 況 

住   所 厚岸町床譚（道有林内） 

付近の状況 
町道から600mほど入った山林 

狭い沢地形右岸から高さ10m程度上がった地点 

被 害 者 情 報 

居住市町村 釧路市在住 

年齢・性別 

被害の状況 

60才・男性   

死亡 

鳴り物の携帯 有（クマ鈴） 

発 生 状 況 

被害者の行動 山菜採り（複数行動、同行者から100～200m先行） 

発生時間帯等 日中、晴れ、無風 

加害個体の特徴 

行動形態 親子（0歳の子グマ1頭が死亡した状態で発見） 

痕跡 
冬眠穴、立木に挟まり死亡した子グマ 

（いずれも発生場所から約40mの地点） 

逃避行動等 
子グマが立木に挟まれ動けず、母グマがその場を離れられない

状況に陥っていたと推測 

対 応 状 況 

加害個体への 

対応 

問題個体に該当しないと判断、捕獲は行わない 

（周辺をパトロールして警戒） 

住民への対応 
現地に注意喚起の看板を設置、住民への周知 

付近の道有林の入山禁止（林道ゲート閉鎖） 

考 察 

発生要因 

・子グマが立木に挟まれ動けず、その場を離れられない状況の

母グマが接近する被害者を攻撃したものと推測 

（被害者はクマ鈴を持参しており、ヒグマは被害者の接近に気

がついていた可能性が高い） 

・被害者が同行者より大幅に（100～200m）先行していた

こと 

対策 
・クマスプレーを適切に使用していればヒグマの攻撃を止めら

れた可能性が高い 

そ の 他  



ヒグマによる人身事故発生状況 

 

 ２０２１年度２例目 

項  目 内  容 

概  要 ハンターがヒグマに襲われ、頭部、右腕及び右足に損傷を受けた 

発 生 日 時 令和３年（2021年）４月27日 午前９時00分頃 

発生場所及び付
近 状 況 

住   所 富良野市西達布たちばな 

付近の状況 
麦畑脇の尾根の中腹 

針広混交林で林床植生の笹はシカの食害でまばら 

被 害 者 情 報 

居住市町村 富良野市在住 

年齢・性別 

被害の状況 

48才・男性   

負傷 

鳴り物の携帯 不明 

発 生 状 況 

被害者の行動 
ヒグマの目撃情報があり、警戒活動実施。ヒグマを発見し発砲
後、ヒグマに襲われた（同行者あり、約40mの距離） 

発生時間帯等 日中、晴れ、無風 

加害個体の特徴 

行動形態 親子（子グマ（0歳）は事故後、行方不明） 

痕跡 
前日にヒグマの目撃情報があるが、子連れの情報はないため、

別個体の可能性あり。 

逃避行動等 なし 

対 応 状 況 

加害個体への 

対応 
同行者がその場で捕獲 

住民への対応 現地に注意喚起の看板を設置（2カ所）、住民への周知 

考 察 

発生要因 
・ハンターが当該個体の捕獲を試み、発砲したが、致命傷とは

ならず、ヒグマが斜面を登り反撃したもの 

対策 

・狩猟及び捕獲を行う際には、役割分担について、事前に十分

打ち合わせする 

・入林後は常に複数人が互いに視認できる範囲で行動する 

そ の 他  

 



ヒグマによる人身事故発生状況 

 

 ２０２１年度３例目 

項  目 内  容 

概  要 間伐踏査のため入林した作業員がヒグマに襲われ負傷した。 

発 生 日 時 令和３年（2021年）６月14日 午前10時50分頃 

発生場所及び付
近 状 況 

住   所 厚岸郡厚岸町トライベツ（国有林207い林小班） 

付近の状況 

トドマツ主体の人工林 

林床植生はミヤコザサ（シカ食害でまばら）及びアキタブキ 

斜面約240m下方に沢が流れるが、水音は聞こえない。 

被 害 者 情 報 

居住市町村 釧路市在住 

年齢・性別 

被害の状況 

67才・男性   

負傷 

鳴り物の携帯 クマ鈴携帯。呼子・爆竹も所持していたが使用せず。 

発 生 状 況 

被害者の行動 
間伐踏査のため2名で入林。樹幹にカラースプレーを吹き付
けながら斜面を横断中。 

発生時間帯等 日中、晴れ、風はほとんどなし 

加害個体の特徴 

行動形態 不明（採取体毛の遺伝子分析の結果、メスの可能性が高い） 

痕跡 周辺にエゾシカ新生児の死骸があったが、本件との関係は不明 

逃避行動等 被害者を襲撃後、同行者に反撃されると斜面下方に逃走。 

対 応 状 況 

加害個体への 

対応 
捜索、捕獲等は行わない 

住民への対応 周辺国有林の立入禁止措置を実施 

考 察 

発生要因 襲撃に至った要因は不明。 

対策 

周辺に気を配りながら作業を行うことで、襲撃前にヒグマの存

在に気づき、クマスプレーを適切に使用すれば、被害を防止で

きた可能性がある。 

そ の 他  

 



ヒグマによる人身事故発生状況 

 

 ２０２１年度５例目 

項  目 内  容 

概  要 畑に来ていた被害者がヒグマに襲撃され死亡したとみられる。 

発 生 日 時 発見：令和３年（2021年）７月２日 10時22分 

発生場所及び付
近 状 況 

住   所 松前郡福島町白符 

付近の状況 

被害者が手入れをしていた畑にスギ林が隣接。 

スギ林の林床植生はササが繁茂（高さ80cm）。 

被害者発生位置周辺には高さ2mのオオイタドリが繁茂。 

被 害 者 情 報 

居住市町村 福島町在住 

年齢・性別 

被害の状況 

77才・女性   

死亡 

鳴り物の携帯 なし 

発 生 状 況 

被害者の行動 7月1日朝、農作業のため現場の畑に向かうと言い外出。 

発生時間帯等 時間不明、晴れ、東北東の風3.9m（気象観測データによる） 

加害個体の特徴 

行動形態 オス（被害者にはオオイタドリやササの葉がかけられていた） 

痕跡 
被害者発見位置そばにフン及び直径70cm深さ20cm程度の

穴を発見。 

逃避行動等 不明 

対 応 状 況 

加害個体への 

対応 
捕獲のため、箱わなを設置 

住民への対応 周辺住民へ防災無線などで注意喚起を実施。 

考 察 

発生要因 襲撃に至った要因は不明。 

対策 複数人で農作業を行っていれば助かった可能性がある。 

そ の 他 
本件は、事故当時の目撃者がいないが、現場や被害者の状況等から、ヒグマに

よる人身事故である可能性が極めて高いと判断し、本報告を作成したもの。 

 


